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領
内
に
は
近
世
初
頭
よ
り
院
内
、
阿
仁
鉱
山
を
は
じ
め
と
し
大
小
数
多
く
の
鉱
山
が
開

発
、
稼
行
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
秋
田
藩
の
鉱
山
史
に
つ
い
て
は
、
小
葉
田
淳
、
山
口
啓
二
、
佐
々
木
潤
之
介

を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
た
ん
に
鉱
山

史
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
幕
藩
社
会
の
問
題
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
問
題
を
提

示
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。

し
か
し
個
々
の
鉱
山
の
実
体
解
明
と
い
う
点
で
は
、
関
係
資
料
の
制
約
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
そ
う
し
た
な
か
か
ら
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
能
代
川

上
地
方
ｌ
藩
北
部
地
域
か
ら
の
鉱
山
廻
米
の
問
題
を
、
主
に
阿
仁
鉱
山
に
焦
点
を
あ
わ

せ
て
の
べ
て
み
た
い
。
ま
た
同
時
に
深
い
関
連
を
有
す
る
仙
北
地
方
か
ら
の
廻
米
に
つ
い

て
も
ふ
れ
、
両
者
の
関
係
と
い
っ
た
こ
と
も
考
察
し
た
い
。

現
在
ま
で
筆
者
等
が
多
く
の
友
人
の
協
力
に
よ
り
な
が
ら
調
査
採
訪
し
た
資
料
は
ま
だ

十
分
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
管
見
の
範
囲
の
材
料
を
通
し
て
、
か
か
る
問
題
点
も
あ
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
メ
モ
風
に
で
は
あ
る
が
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
今
後
の
関
係

資
料
の
発
堀
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註

（
１
）
今
村
義
孝
「
秋
田
県
の
歴
史
」
（
一
九
六
九
年
、
山
川
出
版
社
）
九
七
～
九
八
、
一

（
１
）

は
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
は
じ
め
に

秋
田
藩
の
領
国
経
済
は
米
を
主
と
し
つ
つ
も
、
林
業
・
鉱
業
に
も
近
世
の
全
般
を
通
し

て
か
な
り
顕
著
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
当
然
領
主
財
政
に
も
強
く
反
映
し
て
い
た
こ
と

阿
仁
鉱
山
廻
米
に
っ

ｌ
領
国
市
場
の
一
側
面
Ｉ

い
’

て
の
覚
書

秋
田
藩
で
は
一
八
世
紀
初
頭
の
享
保
頃
に
初
期
か
ら
続
い
た
新
田
開
発
も
ほ
ぼ
ピ
ー
ク

に
達
し
た
が
、
そ
の
前
後
の
時
期
以
降
の
平
年
作
の
年
に
あ
っ
て
は
、
領
内
産
米
の
う
ち
、

年
貢
米
約
三
万
石
と
農
民
販
売
米
約
一
二
～
一
五
万
石
が
領
内
の
二
大
河
川
の
川
口
港
、

雄
物
川
口
の
土
崎
、
米
代
川
口
の
能
代
か
ら
海
路
主
と
し
て
大
坂
市
場
へ
搬
出
さ
れ
て
い

（
１
）

た
。
ご
く
ま
れ
に
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
や
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
の
よ
う
な
大

凶
作
の
年
に
は
、
冬
期
の
海
上
輸
送
が
困
難
だ
っ
た
た
め
に
、
翌
春
か
ら
主
に
領
主
が
領

外
で
調
達
し
た
米
を
逆
に
持
込
む
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
近

世
の
全
期
間
を
通
し
て
み
て
も
ご
く
す
ぐ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
秋
田
藩
で
は
領
内
で
必
要
と
さ
れ
る
米
は
通
常
の
状
態
に
あ
っ
て
は
十

分
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

領
主
に
と
っ
て
鉱
山
は
、
財
政
収
入
の
上
で
か
な
り
の
比
重
を
占
め
る
有
力
財
源
の
一

（
２
）

つ
と
し
て
、
ま
た
幕
府
の
命
じ
た
廻
銅
量
の
確
保
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
し
●
て
も
、
鉱
山
で

必
要
と
す
る
米
は
、
い
か
に
不
作
な
ど
で
米
価
が
高
騰
し
よ
う
と
ぜ
つ
た
い
に
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
３
）

秋
田
藩
に
あ
っ
て
は
近
世
の
初
期
か
ら
か
な
り
の
数
の
鉱
山
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た

○
九
～
二
○
頁
。
山
口
啓
二
・
佐
々
木
潤
之
介
『
幕
藩
体
制
』
八
日
本
歴
史
４
Ｖ

二
九
七
一
年
、
日
本
評
論
社
）
一
○
二
～
一
○
四
頁
。
古
島
敏
雄
卓
近
世
経
済
史

の
基
礎
過
程
」
（
一
九
七
八
年
、
岩
波
書
店
）
二
四
九
～
二
五
三
頁
。

’

二
領
国
に
お
け
る
鉱
山
米
の
位
置

高 小

橋沼
（
一
九
七
八
年
十
月
三
十
一
日
受
理
）

秀洋
１

１

ｉ

ｌ

１

夫子

蝋
‐
ゞ
‐
噸
澁
齪
睡
翻
幽

』
且
■Ｄ

Ｄ
１
ｑ

ｉ
，
呼
出
ｗ
ｌ
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高橋秀夫・小沼洋子

が
、
こ
の
段
階
の
全
国
流
通
市
場
の
あ
り
方
か
ら
し
て
、
領
内
で
の
米
販
売
が
む
し
ろ
の

ぞ
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
供
給
面
で
の
困
難
性
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ

（
４
）

プ
ー
ゼ
◎

だ
が
価
格
を
め
ぐ
っ
て
院
内
、
阿
仁
鉱
山
の
差
か
ら
問
題
が
生
じ
た
り
し
て
い
る
こ
と

（
５
）

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
初
期
の
領
内
人
口
や
鉱
山
人
口
な
ど
を
は
っ
き
り
つ
か
む
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
近
世
後
期
の
判
明
す
る
も
の
か
ら
み
て
み
よ
う
（
表
Ｉ
）
。

厳
密
に
み
れ
ば
こ
う
し
た
人
口
動
態
は
、
凶
作
な
ど
に
よ
る
変
動
な
ど
を
考
慮
し
て
み

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
大
凡
を
概
観
す
る
目
的
な
の
で
細
部
に
ふ
れ
な

い
で
お
く
と
、
領
内
人
口
は
大
体
四
○
万
前
後
、
鉱
山
人
口
は
約
一
万
人
ほ
ど
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
そ
の
割
合
は
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

次
に
各
鉱
山
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
は
近

世
全
期
間
を
通
し
て
も
な
か
な
か
つ
か
み
難
い
が
、
そ
の
一
例
と
し
て
天
保
四
年
二
月

の
場
合
が
表
二
で
あ
る
。

鉱
山
の
盛
衰
は
は
げ
し
い
が
、
近
世
全
期
を
通
し
て
、
一
八
世
紀
前
後
か
ら
は
、
領
内

で
は
阿
仁
が
こ
の
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
だ
い
た
い
六
千
人
前
後
で
ト
ッ
プ
で
、
第
二
が

領内人口、鉱山人口表1 (人）

’

延享、安政は「秋田県史」近世編上, 173頁、天保4年

は「癸巳年記録」 （国立史料館、一関文書)より、同5

年は「県史」近世編下、 37頁による。

1

天保4年(1833)11月、鉱山人口表2 (人）

出典、表1の天保4年のに同じ。1

院
内
、
第
三
が
大
葛
と
い
う
順
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
を
若
干
別
の
角
度
か
ら
み
て
み
よ
う
。

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
、
阿
仁
銅
山
の
必
要
と
す
る
米
が
九
七
九
三
石
、
院
内
銀
山
一

（
６
）

二
二
石
、
大
葛
金
山
九
○
○
石
と
あ
り
、
享
保
三
年
（
一
七
二
○
）
に
は
、
阿
仁
一
万

石
（
こ
の
銀
一
五
○
○
貫
目
）
、
院
内
七
○
○
石
、
大
葛
六
○
○
石
で
、
諸
鉱
山
本
入
米
一

万
一
千
三
○
○
石
が
、
能
代
材
木
本
入
米
五
千
石
（
銀
八
○
○
貫
目
）
と
な
ら
ん
で
藩
の

（
７
）

財
政
見
積
り
の
な
か
に
組
込
ま
れ
て
お
り
、
享
保
六
年
（
一
八
二
二
の
「
財
用
考
」
で

は
、
阿
仁
払
米
九
千
石
、
院
内
・
大
葛
両
山
で
七
○
○
石
、
能
代
材
木
仕
入
六
千
店
と
あ

（
８
）
１
．
Ｍ

つ
（
》
◎

領
内
の
主
要
三
鉱
山
、
阿
仁
・
院
内
・
大
葛
の
必
要
と
す
る
米
の
大
部
分
は
年
貢
米
に

依
存
し
た
と
み
ら
れ
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
藩
財
政
関
係
資
料
の
な
か
に
も
こ
の
三
つ
の

み
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
も
そ
う
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
領
内
鉱
山
で
必
要
と
さ
れ
る
米
は
か
な
り
大
ざ
っ
ぱ
な
推
定
だ

が
、
一
万
～
二
万
石
台
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
ほ
か
鉱
山
に
付
随
す
る
林
業
関
係

者
の
飯
米
の
問
題
も
あ
る
が
、
こ
の
量
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
１
）
近
世
後
期
以
降
に
は
こ
の
両
港
よ
り
松
前
へ
も
送
り
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

そ
の
割
合
な
ど
ま
だ
あ
き
ら
か
で
な
い
。

（
２
）
佐
々
木
潤
之
介
「
近
世
産
銅
政
策
に
つ
い
て
の
一
考
察
Ｉ
Ｉ
秋
田
阿
仁
銅
山
を
中

心
と
し
て
ｌ
」
㈲
．
。
（
「
史
学
雑
誌
」
第
六
十
六
編
第
十
一
・
第
七
七
編
第
一
号
）
。

『
秋
田
県
史
」
近
世
編
上
、
下
（
一
九
六
四
’
五
年
）
の
鉱
山
の
項
（
佐
々
木
潤
之

介
執
筆
）
な
ど
。

（
３
）
「
秋
田
県
史
」
近
世
編
上
、
三
○
○
～
三
二
九
頁
。

（
４
）
山
口
啓
一
二
秋
田
藩
成
立
期
の
藩
財
政
」
（
「
社
会
経
済
史
学
」
二
四
巻
二
号
）
。
の

ち
大
館
右
喜
・
森
安
彦
編
「
幕
藩
体
制
Ｉ
』
八
論
集
日
本
歴
史
７
Ｖ
一
九
七
三
年
、

有
精
堂
、
山
口
啓
二
「
幕
藩
制
成
立
史
の
研
究
』
一
九
七
四
年
、
校
倉
書
房
に
も
収

め
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）
前
掲
『
県
史
」
上

（
６
）
享
保
三
年
「
領
内
出
物
井
入
用
積
書
」
（
『
県
史
」
資
料
編
近
世
上
、
六
○
七
～
六

○
八
頁
。
）

（
７
）
同
前
書
、
六
四
一
頁
。

（
８
）
同
前
書
、
六
一
三
頁
。

註

’

秋田高専研究紀要第14号
ｌ

ｌ

ｌ －－－……挫竺一全－－－－－

年 代 領内人口 鉱山人口 割合(％）

延享4(1747) 382.825 7．422 1.94

天保4 (1833)11月 422.920 10.215 2．42

" 5(1834) 1月 439.918 11．739 2．67

安政4 （1857） 382.282 11.871 3．12

阿仁銅山4 ヵ処 5．561

院 内 銀 山 2．314

大 葛 山 566

龍 山 356

矢 櫃 山 246

八 森 銀 山 179

向 銀 山 68

諸 山 925

計 10.215
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阿仁鉱山廻米についての覚書

一
定
規
模
の
鉱
山
な
ら
ば
、
そ
の
年
、
そ
の
月
々
の
入
荷
米
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
帳
簿
な

ど
が
本
来
な
ら
ば
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
阿
仁
、
院
内
等
の
山
の
そ
う
し
た
も

（
１
）

の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
個
々
の
鉱
山
を
深
く
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
し
て
そ
の
全
体
像

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

院
内
や
藩
南
部
地
域
の
鉱
山
に
つ
い
て
の
筆
者
の
資
料
調
査
は
ま
だ
不
十
分
で
今
後
に

（
２
）

問
題
を
残
し
て
い
る
が
、
阿
仁
の
場
合
は
佐
々
木
正
勇
や
小
沼
の
研
究
も
あ
り
、
ま
と

ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
村
方
文
書
の
な
か
に
も
関
係
の
も
の
が
若
干
見
出
せ
る
の
で
、

本
稿
で
は
阿
仁
廻
米
の
問
題
に
し
ぼ
っ
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

阿
仁
へ
の
廻
米
に
つ
い
て
の
領
主
米
と
農
民
米
の
割
合
と
い
っ
た
点
は
あ
き
ら
か
で
は

な
い
。
周
辺
の
村
々
や
、
近
く
の
米
内
沢
村
あ
た
り
か
ら
は
農
民
米
も
考
え
ら
れ
る
の
だ

が
、
今
の
と
こ
ろ
こ
の
関
係
の
資
料
は
見
出
せ
ず
、
問
題
を
残
し
て
い
る
。

一
八
世
紀
の
前
期
、
享
保
七
年
（
一
七
一
三
）
の
阿
仁
鉱
山
人
口
は
、
三
四
四
七
人
。

（
３
）

同
一
○
年
で
は
二
六
三
八
人
。
う
ち
扶
持
取
一
四
六
八
人
で
あ
る
。

元
禄
一
五
年
（
一
七
○
三
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
は
扶
持
は
、
「
山
中
稼
之
者
」

（
４
）

は
一
日
一
升
、
「
床
屋
稼
者
」
は
一
升
二
合
で
あ
る
か
ら
、
年
間
約
六
千
～
七
千
石
程
度
の

米
が
直
接
鉱
山
労
働
者
に
必
要
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

前
に
の
べ
た
正
徳
・
享
保
前
期
が
阿
仁
一
万
石
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
右
の
ほ
か
に
鉱

山
が
必
要
と
す
る
薪
炭
等
の
関
連
す
る
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
だ
け
の
量
の
米
は
阿
仁
部
の
村
々
だ
け
で
は
供
給
で
き
な
い
の
で
、
隣
接
す
る
二

ツ
井
、
鷹
巣
、
さ
ら
に
比
内
地
方
の
大
館
周
辺
の
村
々
か
ら
年
貢
米
の
廻
米
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
資
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
地
域
は
前
に
み
た
よ
う
に
林
業
関
係
の
木
本
米
が
あ
り
、
鉱
業
同
様
こ
れ
も
盛
衰

が
あ
る
が
、
大
葛
、
そ
の
他
の
山
の
存
在
か
ら
し
て
、
林
業
も
含
む
全
体
で
す
く
な
く
と

も
約
二
万
～
二
万
五
千
石
の
米
は
毎
年
必
要
と
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
米
は
ご
く
一
部
の
仙
米
よ
り
雄
物
川
下
げ
、
能
代
を
経
て
鉱
山
に
運
び
こ

な
お
阿
仁
鉱
山
は
近
世
中
期
か
ら
は
全
国
で
も
有
数
の
銅
山
と
し
て
展
開
し
た
が
、

開
発
当
初
は
金
（
銀
）
山
と
し
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
記
録
で
後
々
も
「
銀
山
」
な

ど
と
出
て
く
る
理
由
で
あ
ろ
う
。

三
阿
仁
鉱
山
廻
米
に
つ
い
て

ま
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
通
常
の
状
態
に
あ
っ
て
は
そ
の
大
部
分
は
米

代
川
流
域
の
地
域
か
ら
供
給
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
秋
田
藩
史
の
研
究
か
ら
判
断
す

れ
ば
、
こ
の
米
の
多
く
は
年
貢
米
に
よ
っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

ば
、
こ
の
米
の
多
く
は
年
貢
米
に
よ
っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

た
か
ど
う
か
も
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

廻
米
に
関
連
し
て
、
最
終
的
に
そ
れ
が
処
理
さ
れ
る
払
下
げ
の
問
題
も
あ
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
先
に
の
べ
た
よ
う
な
資
料
の
問
題
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
こ
と
に
す

（
５
）

ブ
（
》
◎

註

（
１
）
秋
田
藩
の
藩
制
資
料
は
、
現
在
秋
田
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

な
か
に
は
こ
の
種
の
関
係
の
も
の
が
殆
ん
ど
な
く
、
現
在
筆
者
の
知
り
得
る
限
り
で

ま
と
ま
っ
て
い
る
文
書
と
し
て
、
大
葛
鉱
山
の
を
中
心
と
す
る
荒
谷
文
書
（
国
立
史

料
館
蔵
）
、
後
期
の
院
内
を
主
と
す
る
小
貫
文
書
（
同
所
蔵
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
他
は

個
人
所
蔵
で
、
阿
仁
の
今
林
文
書
（
秋
田
市
、
今
林
恒
二
郎
蔵
）
に
比
較
的
ま
と
ま
っ

た
数
量
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
佐
々
木
正
勇
「
近
世
後
期
の
阿
仁
銅
山
に
お
け
る
飯
米
に
つ
い
て
」
（
「
阿
仁
合
町

郷
土
誌
」
一
九
六
二
年
、
三
六
六
～
三
七
一
頁
）
。
小
沼
洋
子
「
阿
仁
銅
山
へ
の
廻
米

輸
送
を
め
ぐ
っ
て
」
（
秋
田
近
世
史
研
究
会
「
近
世
在
町
の
研
究
・
近
世
に
お
け
る
村

の
諸
問
題
」
（
一
九
七
五
年
、
秋
田
県
文
化
課
刊
、
所
収
）
）
。
こ
の
佐
々
木
論
文
は
本

稿
で
も
若
干
取
上
げ
る
が
、
主
に
仙
北
よ
り
の
廻
米
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿

は
小
沼
論
文
発
表
後
に
見
出
し
た
資
料
に
主
と
し
て
依
り
な
が
ら
の
べ
る
こ
と
と
す

る
の
で
、
小
沼
論
文
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
仙
北
廻
米
の
状
況
等
は
あ
ら
た
め
て
の

べ
な
い
。

（
３
）
「
銅
山
木
山
方
旧
記
」
乾
、
（
「
日
本
林
制
史
資
料
』
七
三
号
、
東
大
図
書
館
蔵
）
所

収
、
享
保
十
已
年
「
惣
山
奉
行
秋
山
喜
右
衛
門
尋
二
付
安
東
幸
左
衛
門
答
之
条
々
」

（
４
）
同
前
書
の
元
禄
十
五
「
午
年
諸
品
直
段
書
」

（
５
）
前
掲
（
４
）
、
（
３
）
に
、

（
元
禄
十
五
年
午
八
月
日
）

一
米
払
壱
石
二
付
五
六
ノ
出
目
懸
山
中
江
相
払
候
事

一
山
中
払
銭
銀
壱
匁
二
銭
五
拾
五
文
遣
山
銭
と
申
候

（
中
略
）

一
山
中
江
米
売
買
壱
石
二
付
山
銭
六
拾
五
匁
直

な
お
こ
の
際
、
南
部
藩
領
鹿
角
地
方
か
ら
、
こ
の
秋
田
藩
北
部
へ
の
米
の
売
却
が
な
か
つ

、
皿
沮
呵

Ｕ
Ｎ
Ｄ
洲
岫
旧
■
掴
■
■
■
■
皿
門
川
・
■
○
・
・
口
○
・
・
・
口
○
・
口
．
．
●
●
●
●
●
●
●
●
●
．
●
●
．
．
●
●
○
・
・
個
廻
咀
一
理ロ

昭和54年2月
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こ
こ
で
は
大
館
町
の
周
辺
の
秋
田
郡
二
井
田
村
（
現
大
館
市
）
の
場
合
を
み
て
み
よ
う
。

こ
の
村
は
、
そ
の
立
地
条
件
か
ら
し
て
、
年
貢
米
を
大
葛
と
阿
仁
の
両
山
に
廻
米
し
、

な
お
能
代
、
十
二
所
の
米
蔵
へ
納
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
そ
の
額
や

割
合
は
毎
年
一
定
し
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
管
見

の
限
り
で
は
こ
の
地
域
の
村
方
資
料
か
ら
は
一
八
世
紀
前
半
の
は
見
出
す
こ
と
は
出
来

ず
、
一
八
世
紀
後
半
の
も
の
で
あ
る
が
、
二
井
田
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
ま
で
の
納
米

費
用
を
み
た
の
が
表
三
で
あ
る
。

大
葛
の
場
合
、
は
っ
き
り
し
な
い
点
も
あ
る
が
、
能
代
と
阿
仁
の
場
合
の
一
石
当
り
の

経
費
が
は
っ
き
り
と
し
た
差
が
存
在
し
た
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
は
後
述
の
よ

う
に
藩
か
ら
若
干
の
補
助
が
村
に
な
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
阿
仁
廻
米
は
農
民
に
と
っ
て

甚
だ
迷
惑
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
も
こ
の
廻
米
は
鉱
山
の
都
合
に
よ
っ
て
一
方
的
に
村
に
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
た
び

た
び
あ
っ
た
。覚

一
米
四
百
八
拾
石

右
者
阿
二
銅
山
御
入
用
米
被
入
置
候
間
当
御
物
成
指
上
米
之
内
ヲ
以
上
納
致
候
様
二

村
々
へ
被
仰
渡
候
、
夫
共
二
御
物
成
指
上
米
不
足
致
候
ハ
鴬
壱
石
米
ヲ
以
右
石
数
之
通

上
納
致
候
様
二
是
又
可
被
仰
渡
候
、
以
上

十
月
御
割
役
所

野
内
蔵
人
殿

覚

一
米
八
百
八
拾
石

（
享
保
十
年
十
月
廿
四
日
）

。
山
払
之
御
米
直
段
年
々
不
同
、
御
本
直
段
何
程
、
山
払
直
段
何
程
と
例
年
御
積

を
以
被
仰
渡
候
通
請
払
仕
候
、
且
又
上
方
よ
り
候
売
物
、
其
年
之
入
方
指
積
り
注
文

御
山
仕
江
相
渡
下
り
申
候
、
是
又
例
年
不
同
二
御
座
候
、
（
以
下
略
と
と
あ
る
。
同

様
正
徳
五
年
の
「
阿
仁
銅
山
万
定
書
」
（
同
前
書
）
に
も
記
載
が
あ
る
。
米
以
外
の
商

品
も
含
め
て
興
味
あ
る
問
題
だ
が
、
他
日
を
期
し
た
い
。

四
村
か
ら
み
た
廻
米
の
問
題
点

以
町
送
申
達
候
、
然
ハ
大
葛
金
山
飯
料
無
之
由
に
て
当
分
五
十
石
相
納
り
申
候
得
ハ
御
手

■
■
一
己
■
ロ
ロ
。
■
■
■
マ
Ｉ

支
無
之
由
、
納
り
来
候
向
寄
之
村
々
、
当
十
五
日
ち
日
々
上
納
可
被
申
候
、
十
五
日
以
前

二
も
間
二
合
申
候
ハ
夢
勝
手
次
第
段
々
上
納
可
被
申
候
、
此
義
間
違
無
之
様
二
急
度
可
被

申
付
候

一
（
略
）十
月
三
日

野
内
蔵
人

二
井
田
村
肝
煎
（
安
永
四
年
「
諸
色
附
込
御
目
録
」
、
史
料
館
、
一
関
文
書
）

右
の
三
つ
は
い
ず
れ
も
安
永
四
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
か
な
り
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
二
井
田
村
の
属
す
る
比
内
地
方
な
ど
は
大
葛
、
阿
仁
の
二
鉱
山
か

ら
攻
め
た
て
ら
れ
て
い
る
形
で
、
納
め
る
時
期
も
一
方
的
で
あ
り
、
運
搬
経
費
の
面
も
か

ら
ん
で
二
重
の
苦
し
み
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
た
。

次
の
第
四
、
五
、
六
表
は
天
明
二
年
（
一
七
八
三
十
一
月
の
二
井
田
村
仮
肝
煎
か
ら

藩
宛
の
経
費
書
上
げ
控
だ
が
、
雪
道
背
負
の
場
合
、
春
の
馬
に
よ
る
場
合
、
舟
の
場
合
の

三
通
り
の
阿
仁
山
米
蔵
迄
の
費
用
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
右
の
よ
う
な
事
情
も
か
ら

ん
で
い
た
こ
と
と
み
ら
れ
る
。

雪
道
背
負
い
の
場
合
が
最
も
高
く
つ
く
が
、
そ
れ
に
関
係
な
く
藩
か
ら
は
銀
二
匁
五
分

（
銭
二
百
五
十
文
）
よ
り
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
要
し
た
費
用
は
村
入
用
の
形
で
処
理
さ
れ
た
。
こ
の
村
の
場
合
の
一
例
し
か
ま

だ
見
出
し
得
な
い
が
、
天
明
元
年
（
一
七
八
二
十
二
月
分
の
な
か
に
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

一
三
拾
八
貫
六
百
文

右
者
十
二
所
御
米
蔵
納
御
物
成
三
百
石
、
外
二
欠
米
三
拾
石

〆
三
百
三
拾
石
、
石
二
付
百
弐
拾
文
っ
っ

一
三
拾
四
貫
弐
百
七
拾
九
文

右
者
阿
二
銅
山
御
入
用
米
被
入
置
候
間
、
当
物
成
指
上
米
之
内
ヲ
以
上
納
致
候
様
二
村
々

へ
被
仰
渡
候
、
夫
共
二
御
物
成
指
上
米
二
而
不
足
致
候
ハ
斡
壱
石
米
ヲ
以
早
々
右
石
数
之

通
上
納
致
候
様
二
可
被
仰
渡
候
、
以
上

十
月

御
割
役
所

野
内
蔵
人
殿

右
御
町
送
写
取
、
則
扇
田
村
へ
仕
送
遣
申
候
、
御
判
紙
は
此
方
二
留
置
申
候
、
以
上

十
月
十
日
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阿仁鉱山廻米についての覚書

表 3 明和4年(1767)二井田村よりの上納米納所までの費用

(ｲ)阿仁銀山まで1石当り諸掛り (ﾛ)能代まで1石当り諸掛り

(二）外の内訳(ﾊ）十二所まで1石当り諸掛り

１
１

(備考） ’・ 明和5年｢南比内二井田村御答書帳｣(国立史料館、一関文書） より作成。

昭和54年2月

一興筥、

A

上納米

B

欠 米

1石当り

欠 米

A+B

計 蔵 敷 諸入方

1石当り

諸掛り 蔵敷米運賃 合計

阿仁銀山米蔵

182.998

石

14．640

石

8升 197.638

石

(水無村）

1.976

石 貫 文

67296

(ｲ） 文

338 494

文 貫 文

67790

能 代米蔵

175.244
17．520 1斗 192.764

(能代）

1.928

貫 文

34312

(ﾛ） 文

178 193

文 貫 文

34505

大 葛米蔵

185.881
20.447 1.1斗 206.328

貫 文

2 476

十二所米蔵

12.300
1.230 1斗 13.530 一

(二）

603文

外250文

(ﾊ） 文

49 一 853

文

十二所様

御引かえ米
4.163

0．416 1斗 4.579 一 146文 35

文

一 146

文

24文

８
４

０
４
８

１
１
１

100

役人、升取酒代

能代宿本より米蔵まで駄賃

はい繩代

雇人足代

役人昼食、酒肴代

往復、宿泊代

能代までの運賃

178 計

14文

12

24

４
４

４
８
１
１

250

役人酒代

升取〃

水無村宿より米蔵まで駄賃

はい繩代

雇人足代

役人昼食、酒肴代

往復、宿泊代

二井田村から水無村までの運賃

338 計

200文

50

祝儀、酒肴代

納入人諸費用

250 計

24文

25

役人酒代

升取〃

49 計
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表4．天明2年（1782）二井田村より阿仁鉱山上納米、雪道背負届費用

I

1石に要する費用（405文×4） 1貫620文、 うち藩の補助石当り250文。したがって1貫370文村

負担となる。

寺崎、本宮、大子内、下川原、樋崎、 （比内)前田、杉沢の各村よりの費用も同じ。

出川、赤石、板沢、小袴、大披の各村からは上記計が425文。したがって1石当り1貫450文が村

負担分。

天明2年11月｢秋田郡南比内二井田村寄郷共阿仁銀山御米蔵上納運賃諸掛物指考書上帳」(大館市

一関文書） より作成。

備考 1

２
３

4

表5． 天明2年（1782）二井田村より阿仁鉱山上納米、春納馬による費用（1石当り）

備考 1 藩よりの補助250文。したがって432文村負担。

2寺崎、下川原、前田、本宮、杉沢、柵崎、大子内、出川、赤石、板沢、小袴、大披の各村よりも

同じ。

3 出典、表4と同じ。

表6天明2年（1782）二井田村より阿仁鉱山上納米、舟による費用（1石当り）

１
２
３

考備 寄郷村々12ヶ村も費用は同じ。 1 1

二井田舟場までの駄賃は甲乙あるも、 「恐入奉存候故不申上候｣とある。

出典、表4に同じ。 、 ‘

I
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米2斗5升入1俵に付人足1人、大渕村迄7里余、行戻り2日

白米3升代（1泊、行き帰り昼食代、 1升34文替）

1泊宿賃

〃

瀬野館村舟渡賃

大渕村より水無村まで3里、 l俵背負駄賃

水無村蔵宿より米蔵迄運賃、其他台木代、這縄代共

俵頭往来諸遣

102文

拓
刈
７
帥
脂
Ⅱ

1

計 405

大渕村までの駄賃

〃 より水無村までの駄賃

水無村より米蔵上納までの掛り物

大渕村、水無村蔵敷米2升代

俵頭往来諸遣

400文

120

60

60

42

計 682

二井田村舟場より増沢村まで川道9里程の運賃

増沢村より水無村まで川道6里半の運賃（これは日和能い時で､不天気などには340～350文となる）

水無村蔵宿より米蔵まで諸掛り

俵頭往来諸遣

増沢村、水無村、蔵敷米2升代

180文

280

60

42

60

計 622
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阿仁鉱山廻米についての覚書

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
費
用
の
点
か
ら
も
、
納
入
期
日
も
確
か
で
な
い
鉱
山
よ
り
は
能

代
納
め
を
望
む
の
は
農
民
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
藩
側
に
し

て
み
れ
ば
そ
れ
を
容
易
に
認
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
上
候
御
事

一
当
村
御
物
成
之
内
、
阿
仁
銀
山
御
米
蔵
江
三
百
石
上
納
可
仕
段
被
仰
付
候
得
共
、
銀
山

御
米
蔵
納
之
儀
者
運
賃
掛
物
増
候
而
、
納
米
壱
石
二
付
三
百
九
拾
文
程
之
掛
物
二
御
座

候
而
、
御
百
姓
共
甚
迷
惑
千
万
二
奉
存
候
、
依
之
阿
仁
御
米
蔵
納
之
儀
者
御
慈
悲
を
以

御
免
被
成
下
、
御
百
姓
御
助
被
下
置
候
段
達
而
訴
訟
奉
申
上
候
得
共
、
御
聞
届
不
被
成

置
、
此
上
強
而
御
訴
訟
も
難
申
上
奉
存
候
故
、
近
日
舟
通
路
相
成
次
第
、
右
三
百
石
之

内
五
拾
石
是
迄
之
通
二
而
上
納
可
申
上
候
間
、
相
残
弐
百
五
拾
石
上
納
之
節
、
是
迄
被

下
置
候
御
定
式
御
運
賃
銀
之
外
、
納
米
壱
石
二
付
銭
弐
百
五
拾
文
宛
御
増
被
下
置
度
奉

願
上
候
、
万
一
願
之
通
難
被
仰
付
御
儀
二
御
座
候
ハ
ン
、
右
奉
申
上
候
弐
百
五
拾
石
、

舟
道
相
立
次
第
能
代
御
米
蔵
江
上
納
被
仰
付
被
下
置
、
困
窮
之
御
百
姓
御
助
被
成
下
度

奉
存
候
御
事

一
去
丑
年
阿
仁
銀
山
町
御
米
蔵
江
当
村
御
物
成
立
之
内
三
百
石
上
納
被
付
候
処
、
前
書
奉

申
上
候
通
阿
仁
銀
山
納
之
儀
者
運
賃
掛
物
増
二
而
御
百
姓
迷
惑
之
次
第
段
々
奉
願
上
候

得
は
右
三
百
石
之
内
七
拾
石
余
上
納
申
上
候
、
残
御
米
弐
百
石
余
之
余
は
能
代
御
米
蔵

江
上
納
被
仰
付
、
難
有
仕
合
奉
存
候
御
事

一
右
段
々
前
書
奉
申
上
候
通
二
御
座
候
間
、
阿
仁
銀
山
御
米
蔵
上
納
三
百
石
之
内
五
拾
石

上
納
可
申
上
候
間
、
残
弐
百
五
拾
石
御
免
被
成
下
、
困
窮
之
御
百
姓
御
助
被
成
下
度
奉

願
上
候
、
是
非
上
納
被
仰
付
候
御
儀
二
御
座
候
ハ
塗
前
書
奉
申
上
候
通
納
米
壱
石
二
付

御
定
式
御
運
賃
銀
被
下
置
候
外
、
銭
弐
百
五
拾
文
御
増
被
下
置
度
、
願
御
訴
訟
奉
存
候

御
事 立

史
料
館
、
一
関
文
書
）

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
費
雨

上
候
、
以
上

右
之
通
乍
恐
宜
被
仰
上
御
慈
悲
を
以
願
之
通
被
仰
付
、
御
百
姓
御
助
被
下
置
度
奉
願

右
者
阿
仁
銅
山
代
渡
御
物
成
弐
百
七
石
七
斗
五
升
三
合
、
外
二
欠
米
弐
拾
石
七
斗
七

升
五
合
、
石
二
付
百
五
拾
文
っ
っ
能
代
迄
之
運
賃
相
添
村
方
代
渡

（
天
明
弐
年
寅
六
月
「
秋
田
郡
南
比
内
二
井
田
村
去
丑
年
郷
勘
定
諸
払
判
突
帳
」
、
国

明
和
八
年
卯
正
月

二
井
田
肝
煎
与
右
衛
門
（
印
）

同
村
長
百
姓
重
兵
衛
（
印
）

１

１

１

１

１

’

０

‐

’

１

‐

●

’

十

‐

Ｉ

ｒ

，

．

‘

Ｉ

Ｆ

‐

１

１

“

。

■

■

■

１

１

日

・

ｌ

ｌ

ｌ

ｈ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

０

１

■

■

■

■

■

■

■

■

“

０

１

‘

・

■

■

■

‐

§

』

■

い

■

■

ｌ

■

ｌ

’

Ⅱ

‐

ｌ

Ⅱ

，

‐

１

，

‐

Ⅱ

Ｉ

叩

川

川

Ｉ

Ｎ

Ｉ

‘

‐

■

■

■

■

■

‐

１

１

‐

Ⅲ

ｊ

Ｉ

‐

Ｌ

腓

Ⅱ

１

１

１

印

■

Ⅱ

町

１

１

‐

１

１

１

１

Ⅵ

Ｉ

ｐ

Ｈ

ｌ

乍
恐
口
上
書
ヲ
以
奉
願
上
候
御
事

阿
仁
御
米
蔵
納
御
扱
所
二
而
四
百
八
拾
石
、
私
共
拾
ヶ
村
江
御
割
合
被
仰
付
候
処
、
阿

仁
納
之
儀
者
私
共
村
々
殊
之
外
遠
路
之
在
所
二
而
、
運
送
物
入
莫
太
入
増
、
近
年
来
別
而

困
窮
之
御
百
姓
至
極
迷
惑
千
万
二
奉
存
候
、
併
右
御
米
蔵
之
内
弐
百
石
如
何
様
と
も
仕
、

郷
中
物
入
ヲ
以
年
内
中
二
上
納
可
仕
候
、
相
残
弐
百
八
拾
石
失
墜
莫
太
二
而
上
納
可
仕
様

無
是
、
百
性
共
迷
惑
千
万
二
奉
存
候
間
、
右
弐
百
八
拾
石
之
分
は
何
卒
御
慈
悲
ヲ
以
来
春

中
舟
通
路
相
成
次
第
能
代
御
米
蔵
上
納
被
仰
付
被
下
置
百
性
御
助
ヶ
被
成
下
度
奉
願
上
候

右
之
趣
宜
敷
被
仰
上
被
下
置
度
奉
存
候
、
以
上

二
井
田
村
肝
煎
清
左
衛
門

安
永
四
年
同
村
長
百
姓

未
十
一
月

勘
右
衛
門

（
大
館
市
二
井
田
、

下
川
原
村
肝
煎

樋
崎
村
肝
煎

同
村
長
百
姓 治

兵
衛
（
印
）

与
治
兵
衛
（
印
）

平
四
郎
（
印
）

長
左
衛
門
（
印
）

太
治
兵
衛
（
印
）

長
十
郎
（
印
）

勘
右
衛
門
（
印
）

清
左
衛
門
（
印
）

与
八
（
印
）

八
五
郎
（
印
）

三
之
助
（
印
）

三
右
衛
門
（
印
）

惣
右
衛
門
（
印
）
（
１
）

出
、
一
関
文
書
）

名
右
衛
門

今
右
衛
門

昭和54年2月

’､全 凸マ･一■.f一口 可､ =＝ 。~．－・・ヂ ・ －ケ－J－－匹一』 壁
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高橋秀夫・小沼洋子

餌
釣
村
肝
煎

専
助

同
村
長
百
姓

小
左
衛
門

（
安
永
四
年
「
諸
色
附
込
御
目
録
」
、
史
料
館
、
一
関
文
書
）

赤
石
村
肝
煎

中
野
村
肝
煎

笹
館
村
肝
煎

同
村
長
百
姓

同
村
長
百
姓

独
鈷
村
肝
煎

同
長
百
姓

山
館
村
肝
煎

同
村
長
百
姓

同
村
長
百
姓

同
村
長
百
姓

同
村
長
百
姓

八
木
橋
村
肝
煎

権
五
之
助

嘉
左
衛
門

彦
左
衛
門

伊
兵
衛

名
右
衛
門

情
四
郎

七
郎
兵
衛

藤
兵
衛

藤
右
衛
門

藤
十
郎

半
十
郎

伊
左
衛
門

七
郎
兵
衛

七
兵
衛

前
者
は
一
村
か
ら
の
、
後
者
は
親
郷
二
井
田
村
を
中
心
に
し
た
周
辺
村
々
の
阿
仁
上
納

米
に
つ
い
て
の
願
書
宣
前
に
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
し
て
さ
ら
に
言
及
す
る
必
要
も
な

い
が
、
恐
ら
く
こ
う
し
た
動
き
は
こ
の
二
井
田
村
に
限
ら
ず
か
な
り
広
汎
に
能
代
川
上
地

方
の
村
々
に
み
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

極
言
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
事
態
は
毎
年
の
よ
う
に
く
り
か
え
さ
れ
た
と
も
み
ら
れ
る
し
、

鉱
山
の
盛
衰
に
よ
る
人
口
の
変
化
に
一
因
は
あ
る
に
せ
よ
、
毎
年
の
鉱
山
納
入
米
が
村
ご

と
に
数
量
が
固
定
化
、
又
は
そ
の
割
合
な
ど
が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
以
上
の
べ

て
き
た
よ
う
な
こ
と
に
も
一
因
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
こ
の
地
域
の
特

色
を
示
す
木
本
米
を
め
ぐ
る
問
題
も
か
ら
ま
せ
て
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
苑
。

註

（
１
）
明
和
八
年
「
諸
色
御
用
目
録
帳
」
（
史
料
館
、
一
関
文
書
）
の
な
か
に
こ
の
下
書
と

推
定
さ
れ
る
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
紙
数
の
都
合
で
こ
こ
で
そ
の
全
文
紹
介

は
し
な
い
。

（
２
）
若
干
の
資
料
か
ら
判
明
す
る
近
世
（
後
期
）
の
能
代
か
ら
領
外
へ
の
積
出
米
の
数

量
の
少
い
こ
と
は
正
確
な
こ
と
か
ど
う
か
も
さ
ら
に
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
も
あ
る

‐
い
・
０
‘

し
、
も
し
そ
れ
が
事
実
な
ら
農
民
販
売
米
も
含
め
た
こ
の
地
域
の
米
の
迩
通
を
さ
ら

に
追
求
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

阿
仁
へ
の
ル
ー
ト
は
鷹
巣
盆
地
か
ら
の
ほ
か
に
二
つ
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
つ
は
五
城

目
か
ら
小
阿
仁
を
経
て
の
ル
ー
ト
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
八
郎
潟
の
魚
介
類
や
日
用
品
が
主

で
、
米
を
本
格
的
に
運
ぶ
と
い
う
ル
ー
ト
で
は
な
か
っ
た
。
あ
と
一
つ
が
角
館
か
ら
大
覚

（
９
４
）

野
峠
を
越
え
て
阿
仁
に
入
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。

こ
の
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
た
の
は
十
八
世
紀
中
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
み
る
こ
と
の
で
き
る
初
見
の
資
料
と
し
て
次
の
が
あ
る
。

同
七
丁
丑
年
二
月
廿
四
日
銅
赫
藝
鮴
栂
賑
舶

一
阿
仁
銀
山
飯
料
、
湊
ち
被
差
廻
候
而
は
甚
運
送
難
渋
仕
候
、
角
館
御
蔵
よ
り
被
差
越
候

様
二
致
度
候
、
然
は
壱
岐
守
様
御
米
角
館
御
蔵
ら
被
差
出
候
故
、
此
分
ハ
湊
御
蔵
ち
被

差
登
候
様
二
而
も
可
然
由
、
価
而
右
之
通
二
申
渡
候
、
角
館
御
蔵
役
江
も
能
々
其
段
相

心
得
候
様
二
可
申
含
候
由
申
候
、
右
は
平
元
茂
助
、
関
五
郎
左
衛
門
、
那
可
儀
右
衛
門
、

五
仙
北
か
ら
の
阿
仁
廻
米
一

秋田高専研究紀要第14号
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小
野
崎
五
兵
衛
申
聞
候
（
「
国
典
類
抄
」
後
篇
雑
部
十
八
、
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
）

こ
の
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
は
、
前
々
年
の
五
年
が
領
内
は
百
年
来
と
い
わ
れ
る
大

凶
作
に
見
舞
れ
た
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
土
崎
湊
か
ら
廻
送
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
前
々
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
も
の
か
、
凶
作
に
よ
る
特
殊
な
テ
ー
ス
で
あ
っ
た
か
一
寸
問
題
が
残
る
が
、
と
も
か

く
こ
の
年
、
こ
の
ル
ー
ト
を
開
拓
し
よ
う
と
意
図
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
だ
と

み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
凶
作
と
丁
度
前
後
し
た
藩
の
銀
札
仕
法
の
不
手
際
に
よ
る
混
乱
も

あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
秋
田
事
件
と
い
わ
れ
る
御
家
騒
動
を
ひ
き
お
こ
し
て
お
り
、
次
の
二

つ
の
資
料
な
ど
か
ら
し
て
こ
の
時
は
実
現
せ
ず
若
干
お
く
れ
て
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）

に
開
始
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
簡
単
に
み
ら
れ
る
形
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
と
、
前
者
に
は
阿
仁
ま
で
の
経
費
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
長
文
だ
が
そ
の
全

部
を
か
か
げ
る
。

銅
山
御
廻
米
始
之
次
第

一
宝
暦
十
三
未
年
、
御
奉
行
平
元
茂
助
様
、
見
上
新
右
衛
門
様
御
召
連
、
御
検
使
瀬
田
彦

内
様
、
岡
村
才
三
郎
様
道
通
り
御
見
分
、
阿
仁
ち
角
館
江
御
通
り
、
同
所
郷
蔵
納
御
物

成
阿
仁
江
御
廻
米
二
御
見
済
、
同
年
同
所
御
蔵
役
安
達
治
兵
衛
様
、
関
久
米
之
助
様
旧

冬
右
米
御
受
取
、
右
米
即
阿
仁
御
廻
米
二
成
ル
、
右
担
役
見
上
新
右
衛
門
殿
、
岩
谷
新

助
殿
、
右
手
代
銭
や
又
右
衛
門
殿
、
藤
谷
儀
兵
衛
也

一
米
千
六
百
五
俵
来
極
月
十
日
ち
同
廿
七
日
迄

一
同
壱
万
千
八
百
三
拾
弐
俵
申
正
月
七
日
ち
同
七
月
四
日
迄

右
合
壱
万
三
千
四
百
三
拾
七
俵
仕
送
り
申
候

但
し
角
館
御
手
代
三
州
や
小
七
郎

右
御
廻
米
運
送
駄
賃
定

一
角
館
ち
西
明
寺
村
迄
弐
十
五
文

一
西
明
寺
村
ち
松
葉
迄
弐
十
五
文

一
大
学
野
ち
比
立
内
迄

一
大
地
田
ち
大
学
野
迄
四
十
文

｜
松
葉
ち
大
地
田
迄
三
十
五
文

大
地
田
同
断

松
葉
同
断

大
学
野
同
断

比
立
内
同
断

西
明
寺
村
蔵
宿
九
右
衛
門

Ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
１
ｊ
Ｉ
１
１
ｊ
Ⅱ
８
Ⅱ
９
１
１
Ｊ
１
Ⅱ
６
０
，
０
１
Ⅱ
１
１
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
４
■
■
■
二
■
■
■
一
■
■
■
■
■
■
日
日
Ⅱ
Ⅱ
９
－
■
■
■

藤
右
衛
門

役
所

三
重
良

八
郎
兵
衛

’

１

１

１

１

Ｉ

こ
の
ル
ー
ト
は
冬
期
橇
道
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
な
か
に
出
て
く
る

二
つ
の
異
な
る
年
代
の
費
用
を
み
て
も
、
人
足
費
用
な
ど
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
先
に
み
た
二
井
田
村
か
ら
の
と
比
較
し
て
も
そ
う
大
き
な
差
は
な
か
っ
た
も
の
と

一
応
み
て
お
き
た
い
。

し
か
も
こ
の
開
始
は
、
右
の
か
ら
す
れ
ば
藩
が
リ
ー
ド
し
て
は
じ
め
て
い
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
も
な
か
っ
た
ら
し
い
。

右
之
通
二
而
相
済
申
候

翌
明
和
元
申
年
、
御
廻
米
角
館
御
給
人
衆
御
忠
進

林
堅
助
金
丸
駒
之
助
菅
左
太
夫

小
田
野
主
水
小
高
内
蔵
人
竹
村
平
八
郎

菅
沼
十
一
郎
同
藤
治
左
衛
門
平
沢
吉
四
郎

畑
源
兵
衛
平
沢
三
郎
右
衛
門
稲
葉
伊
織

渋
江
栄
左
衛
門

一
米
壱
万
四
千
七
百
四
拾
九
俵

右
者
同
年
方
翌
春
中
迄
仕
送
、
比
立
内
村
迄
皆
着
、
御
蔵
宿
前
条
之
通
、
駄
賃
は
前
年

ち
五
文
位
下
り

一
天
明
三
卯
年
ち
阿
仁
御
廻
米
被
仰
付
候
、
御
取
担
金
丸
駒
之
丞
、
青
木
重
四
郎
、
同
年

十
一
月
中
ち
御
廻
し
被
成
置
候
、
北
浦
岩
瀬
向
共
御
物
成
差
上
米
と
も
御
廻
し
駄
賃
御

定
左
之
通
り

一
角
館
御
蔵
は
郷
御
米
蔵
ち
西
明
寺
村
迄
鮪
鐙
蛤
竝

一
西
明
寺
村
御
蔵
宿
九
右
衛
門
ち
松
葉
迄
鵬
幸
一
軒
慰

一
松
葉
御
蔵
宿
藤
右
衛
門
ら
大
地
田
迄
鵬
幸
什
鄙
竝

一
大
地
田
御
蔵
宿
郷
饗
脅
大
学
野
迄
轆
課
霊

一
大
学
野
御
役
所
水
平
源
内
殿
ち
比
立
内
迄
畷
岬
侭
踊

比
立
内
村
御
蔵
宿
三
重
郎
比
立
内
御
山
手
代
二
相
渡
済

右
三
重
郎
、
駒
之
助
、
三
月
廿
日
、
御
役
儀
御
召
放
遠
慮
被
仰
付
候
、
御
勤
中
仕
送
米

壱
万
五
千
百
七
俵

（
嘉
永
六
年
「
隻
楓
軒
枢
機
録
」
、
角
館
町
山
本
文
書
）

口
上
之
覚

先
年
ら
阿
仁
銀
山
へ
御
物
成
米
村
々
御
割
合
二
て
只
今
以
御
上
納
被
成
候
、
左
候
得
ハ

■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
、
。
・
１
１
０
１
．
Ｔ
１
Ｌ
９
０
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
■
Ｌ
Ｉ
Ｉ
．
１
１
■
■
■
■
■
■
■
■

８
０
１
■
■
■
■
■
ｒ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｆ
国
■
■
■
■
１
。
ｌ
・
ｂ
ｌ
Ｉ
Ｌ
内
１
ｈ
日
■
・
一
■
一
ロ
ー
■
ロ
ー
■
ロ
ー
■
一
■
一
■
一
■
二
一
■
■
■
一
■
一
一
口
一
一
一

昭和54年2月

雀＆垂、処唖‐
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高橋秀夫・小沼洋子

右
御
山
之
儀
ハ
遠
路
之
事
故
、
其
村
々
二
ち
年
々
不
少
御
掛
り
物
も
可
有
之
義
と
奉
存

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

候
、
依
而
旧
冬
私
共
存
付
ヲ
以
御
公
儀
様
へ
御
忠
進
申
上
候
ハ
、
右
御
物
米
此
末
能
代

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

御
蔵
入
上
納
有
之
様
仕
、
銀
山
ヘ
ハ
仙
北
よ
り
右
御
米
仕
送
り
上
納
仕
度
之
旨
奉
願
上

●
●
候
所
、
段
々
願
之
被
仰
付
も
無
之
候
得
共
、
自
然
向
キ
向
キ
願
之
通
り
相
済
候
ハ
シ
、

其
村
々
二
ち
能
代
御
蔵
へ
御
上
納
御
勝
手
筋
も
可
有
之
ヤ
、
又
ハ
御
不
勝
手
之
御
方
も

可
有
御
座
と
奉
存
候

此
段
村
々
御
扱
御
代
官
様
ち
追
々
御
尋
も
可
有
御
座
奉
存
候
、
左
候
ハ
シ
能
代
納
御
勝

手
之
御
方
ハ
正
く
成
り
御
答
被
仰
上
被
下
度
、
御
不
勝
手
之
御
方
ハ
其
趣
御
答
被
仰
上

被
下
度
奉
願
上
候

右
能
代
納
之
義
ハ
仰
上
候
拙
者
共
之
勝
手
筋
有
之
候
而
願
申
上
候
事
ニ
ハ
無
之
候
、
御

公
儀
様
御
益
筋
之
訳
有
之
事
故
、
其
段
御
忠
進
申
上
候
事
二
御
座
候

何
分
末
々
思
召
次
第
御
代
官
様
へ
御
答
被
仰
上
被
下
度
御
願
仕
候

依
而
乍
御
世
わ
此
書
付
御
向
寄
り
之
村
々
へ
御
順
達
被
下
度
、
是
又
奉
願
上
候
、
以
上

能
代
町

正
月
四
日

根
田
喜
右
衛
門

河
村
八
右
衛
門

右
廻
状
扱
村
ち
請
取
、
扇
田
村
へ
二
月
五
日
二
仕
送
り
候
（
傍
点
引
用
者
）

（
宝
暦
十
四
年
「
被
仰
渡
附
込
目
録
」
、
史
料
館
、
一
関
文
書
）

た
し
か
に
米
代
川
を
下
っ
て
能
代
に
集
る
米
の
量
が
増
加
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
そ

れ
が
年
貢
米
で
あ
っ
た
に
し
る
商
人
に
と
っ
て
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は

た
し
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
先
に
み
た
資
料
の
内
容
か
ら
し
て
、
こ
れ
は
二
人
の
能
代
町
人
の
独
自
な
動

き
と
は
み
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
藩
役
人
が
背
後
に
い
て
、
も
し
仙
北
廻
米
が
失
敗
に
お
わ
っ
た
場
合
を
考

え
て
背
後
で
画
策
し
て
こ
う
し
た
形
を
と
ら
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
宝
暦
後
半
の
時
期
に
な
ぜ
仙
北
廻
米
が
浮
び
上
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

今
の
と
こ
ろ
右
に
あ
げ
た
以
上
の
も
の
を
我
々
は
持
ち
あ
わ
せ
て
お
ら
な
い
が
、
一

応
仮
説
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

一
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
や
、
と
く
に
宝
暦
五
年
の
大
凶
作
に
よ
る
鉱
山
飯
米

不
足
の
手
痛
い
教
訓
か
ら
学
ん
だ
。

一
、
北
部
農
民
の
強
い
要
求
に
よ
り
藩
が
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
負
担
の
軽

減
を
は
か
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
一
八
世
紀
前
半
の
廻
米
を
め
ぐ
る
農
民
の
動
向
に
つ

い
て
の
材
料
を
見
出
し
て
い
な
い
が
、
木
本
米
を
め
ぐ
る
北
部
農
民
の
広
汎
な
訴
願
行

（
３
）

動
の
事
実
が
あ
る
。

一
、
一
八
世
紀
前
後
か
ら
藩
内
農
村
は
特
定
の
地
域
に
限
ら
ず
、
領
内
全
般
に
わ
た
つ

（
４
）

て
生
産
量
の
減
少
が
み
ら
れ
、
既
存
の
ル
ー
ト
だ
け
で
は
不
安
定
と
な
っ
た
こ
と
。

し
か
も
藩
に
と
っ
て
は
こ
の
時
期
は
財
政
が
窮
迫
し
て
お
り
、
特
に
阿
仁
鉱
山
に
依

存
す
る
度
合
い
が
強
く
、
鉱
山
を
維
持
す
る
こ
と
に
懸
命
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

し
、
ま
た
明
和
期
に
は
幕
府
の
上
知
令
が
出
さ
れ
る
な
ど
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
藩
に
と
っ

て
は
阿
仁
の
産
銅
の
一
定
量
確
保
は
い
わ
ば
至
上
命
令
で
あ
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
む

ろ
ん
仙
北
郡
の
前
北
浦
、
奥
北
浦
地
域
方
の
廻
米
の
中
心
と
な
っ
た
地
域
に
お
け
る
生

産
状
況
の
変
化
、
た
と
え
ば
新
田
開
発
の
結
果
に
よ
る
生
産
量
の
増
加
と
い
っ
た
事
情

は
見
出
せ
な
い
。

以
降
こ
の
仙
北
ル
ー
ト
は
明
治
ま
で
ず
っ
と
継
続
、
維
持
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
先
に
発
表
し
た
小
沼
論
文
以
後
も
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
明
治
初
期

以
外
の
を
除
き
と
く
に
論
点
を
前
進
さ
せ
る
よ
う
な
解
明
を
な
し
得
な
い
。
野
治
期
の

そ
れ
は
い
く
つ
か
の
興
味
あ
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
が
、
紙
数
の
関
係
か
ら
別
の
機
会

に
は
た
し
た
い
。

た
だ
北
部
ル
ー
ト
と
の
対
比
で
特
色
を
の
べ
れ
ば
、
仙
北
の
方
は
、
一
度
藩
の
蔵
に

収
納
さ
れ
た
米
が
、
冬
期
雪
道
を
西
明
寺
、
下
桧
木
内
、
上
桧
木
内
の
蔵
宿
を
経
て
大

覚
野
峠
を
越
え
、
比
立
内
、
荒
瀬
を
経
由
し
て
送
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
費
用
は

藩
の
銅
山
方
か
ら
支
出
さ
れ
、
必
要
と
す
る
労
働
力
（
人
夫
賃
）
は
こ
の
地
の
冬
期
の

余
剰
労
働
力
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
賃
銀
を
め
ぐ
る
問
題
が
多
い
。
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
、
同
十
二
年

の
角
館
町
の
人
夫
騒
動
や
、
天
保
期
の
賃
銭
増
を
め
ぐ
る
「
願
」
な
ど
こ
れ
ま
で
判
明

し
た
だ
け
で
も
か
な
り
に
上
っ
て
い
る
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
一
月
と
二
月
の
仙

北
郡
北
浦
一
摸
も
凶
作
に
端
を
発
す
る
「
阿
仁
廻
米
反
対
」
が
そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ

て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
ル
ー
ト
に
も
北
部
と
同
様
、
そ
の
底
流
に
は
領
主
と
農
民
の
矛

盾
が
大
き
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
の
一
つ
の
証
で
あ
っ
た
。

註

（
１
）
近
世
初
期
に
は
仙
北
米
が
川
下
げ
に
よ
り
土
崎
へ
、
そ
し
て
能
代
経
由
で
も
阿

仁
ま
で
運
ば
れ
て
い
た
（
前
掲
小
沼
論
文
参
照
）
。
た
だ
こ
れ
が
其
後
も
ず
っ
と
継

続
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
か
な
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
２
）
前
掲
小
沼
論
文
、
第
一
、
第
二
表
。

秋田高専研究紀要第14号
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阿仁鉱山廻米についての覚書

本
稿
で
は
主
と
し
て
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
取
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
北
部
か
ら
の
阿
仁

廻
米
を
み
て
き
た
が
、
こ
の
地
は
他
の
諸
鉱
山
の
存
在
や
、
藩
の
林
業
の
中
心
地
と
し

て
木
本
米
、
さ
ら
に
は
能
代
川
下
げ
を
め
ぐ
る
錯
綜
し
た
米
の
流
通
の
問
題
が
存
在
す

る
こ
と
。
本
稿
は
そ
れ
を
め
ぐ
る
ほ
ん
の
一
側
面
を
取
上
げ
る
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
が
、
そ
の
点
か
ら
だ
け
で
も
、
近
世
の
こ
の
地
の
農
民
の
動
向
を
見
て
い
く

上
で
は
、
た
と
え
一
村
の
場
合
を
み
て
い
く
上
で
も
そ
の
よ
う
な
な
か
に
き
ち
ん
と
位

そ
の
点
で
は
仙
北
の
場
合
も
本
質
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
年
貢
米
の
納
入
と

い
っ
た
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
も
見
す
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
が
農
民
の
立
場
で
は
存

在
し
た
こ
と
。
し
た
が
っ
て
貢
租
を
め
ぐ
っ
て
も
、
た
ん
に
固
定
し
た
制
度
史
的
な
解

明
で
決
し
て
満
足
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

置
づ
け
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
あ
と
が
き
）

本
稿
で
利
用
し
た
資
料
の
所
蔵
者
の
か
た
が
た
に
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
た
い
。
ま
た
調

査
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
協
力
、
援
助
い
た
だ
い
た
多
く
の
友
人
に
も
感
謝
し
た
い
。
ま

た
取
上
げ
た
問
題
を
め
ぐ
っ
て
種
々
教
示
し
て
い
た
だ
い
た
人
々
、
な
か
で
も
大
山
茂
、

松
渕
真
州
雄
両
氏
に
多
く
の
示
唆
を
得
た
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

な
お
本
稿
で
利
用
し
た
原
資
料
は
、
適
宜
句
と
う
点
を
つ
け
た
。

（
３
）
渡
部
紘
一
「
正
徳
・
享
保
期
秋
田
藩
林
業
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
」
（
今
村
教
授
退

官
記
念
会
編
『
秋
田
地
方
史
の
研
究
」
一
九
七
三
年
、
金
沢
文
庫
）
、
『
秋
田
県
林

（
４
）
第
五
回
民
族
文
化
研
究
集
会
二
九
七
五
年
十
一
月
）
高
橋
報
告
「
宝
暦
前
後

の
秋
田
藩
の
農
村
事
情
尾
な
お
こ
の
問
題
は
補
足
を
お
こ
な
っ
て
別
稿
と
し
て
発

表
を
予
定
し
て
い
る
。

業
史
」
上
巻
、
一
九
七
三
年
、
秋
田
県
、
第
三
章
三
参
照
。

六
結
び
に
か
え
て

’

】
■
ｑ
‐
‐
Ｉ
ｌ
ｒ
ｌ
１
卜
ｕ
肌
、
■
甲
山
Ⅱ
Ｍ
’
１
．
■
田
研
１
１
Ⅱ
日
Ⅱ
ｉ
ｌ
Ｆ
ｌ
ｈ
９
４
■
、
■
ｑ
■
■
■
■

■
■
日
日
ｖ
Ｉ
・
■
■
■
や
ｉ
」
０
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
日
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
‐
凸
■
Ⅱ
■
。
■
■
１
Ｊ
■
■
■
ｑ
『
ｄ
■
■
■
ｑ
０
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
巳
■
■
■
■
ｑ
１
守
卜
Ｉ
■
■
ｑ
一
■
配
■
■
■
旧
■
‐
１
４
日
ｂ
■
■
宮
‐
口
ｌ
‐
▲

ｌ
ｒ

昭和54年2月

」ー_－÷－ ， ●丘一
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